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12
月
議
会

２

年頭のご挨拶

町議会議長　中村　正德

　

平
成
22
年
度
第
10
回
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
８
日
間
開
催
さ
れ
、
同
文
議
決
３
件
、

補
正
予
算
７
件
、
委
員
長
報
告
７
件
、
追
加
日
程
で
発
議
５
件
が
提
案
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
10
名
が
登
壇
し
、
町
長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

“更なる議会改革をめざして”

　輝かしい新春を迎えるにあたり、多良木町議会議員を
代表致しまして、町民の皆様に謹んで年頭のご挨拶を申
し上げます。
　さて、昨今を顧みますときに、五里霧中と言う言葉が

ありますが、まさに現在の国内外とも視界不良の政治・経済が続き、閉塞
感だけが漂っております。少子高齢化社会、社会保障問題、環境問題、雇
用の確保などどれを取りましても、全く先行きが不透明な状況下にありま
す。更に気がかりなのが、口蹄疫、鳥インフルエンザが依然猛威を振るい
つつあるとのことであります。
　また環太平洋連携協定（TPP）参加の意向を検討するとのことですが、
本町は一次産業（農・林業）が主産業であります。何としても断固阻止し
なければなりません。これらの諸問題につきまして、町、議会一体となり
まして、国・県など関係省庁に対し要望、陳情を行い、これらの問題改善
に努めてまいります。
　さて、話を議会に移しますが、多良木町議会におきましては、平成 19 年
度より議会改革に取り組んでまいりましたが、町民の皆様には、必ずしも
満足いただける結果ではなかったかも知れませんが、これまでの取り組み
を振り返ってみますと、次期改選時より議員定数を 16 名より２名削減し
14 名と致します。議員報酬などの見直しにつきましては、本定例会につい
ての費用弁償の支払いを廃止しました。また、議会報告会を平成 22 年９月
初めての試みで開催を致しましたが、日時、場所などのアピール不足もあ
り参加者 20 名余りと少数でしたが、今後も継続的に開催致したいと思いま
す。昨年より地元小学校６年生を対象に教育委員会と町と連携し子ども議
会を開催致しております。これまで黒肥地小、久米小の児童が子ども議会
を開催致しました。今後も年次開催致します。今後の取り組みと致しまして、
議会の開示を更に進めるため議会中継を多良木町インフラ整備と連動し、
録画・ライブ中継を行うよう準備を進めております。また、議会開催を通
年議会、或いは議会による議会招集ができないか論議を進めてまいります。
地域主権改革が叫ばれている中でこれらを精力的に推進していくには民意
が必要であります。町民の皆様の一人一人の声を聞かせて頂き、これを糧
と致しまして、議会改革を更に強力に進めてまいります。本年４月は統一
地方選挙の年であります。多良木町議会議員選挙も行われます。有権者の
皆様の賢明なご審判を仰ぎたいと思います。改選時期まであと４ヶ月余り
となりますが、議員一丸となりまして、多良木町発展のため全力で頑張っ
てまいりますので、今後ともご指導ご鞭撻よろしくお願い申し上げます。
　むすびになりましたが、皆様にとりまして、本年が健康で幸多い年とな
りますようお祈り申し上げまして新年のご挨拶と致します。

補正
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中山間地対象地域（柳野地区）

３

平成22年度

補正予算

《歳出の主なもの》

★県営大久保地区畑地帯総合整備事業
【負担金】

★追加経済対策事業
【町道舗装補修工事費】

★町道永原線整備事業
【測量設計委託料】

12
月
議
会

一般会計補正予算は、
１億３，６７６万円を追加し
総額を５９億４，９０４万円とする

◦ＪＡカントリー付近
◦フルーティーロード

追加経済対策事業に4,820万円
町道の舗装・補修工事費に充当

わいわい子育てひろば予定場所

補修を必要とする町道平松植木線

……………………2,700万円

…………4,820万円

……1,181万円

……………120 万円★わいわい子育てひろば設置改修工事請負費
【多目的研修センター玄関奥】

……218 万円
★子宮けいがんワクチン等

接種助成事業費
【１６歳のみの希望者】

……1,548 万円
★中山間地域等

直接支払制度交付金
【本年度第３期分】
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特
別
・
陳
情

４

区　分 件　名　　　要　旨 提　　出　　者 付託委員会 結　果
意見書

陳情書

尖閣諸島付近で起こった中国漁船の領
海侵犯、海上保安庁巡視船への衝突事
件の真相究明と国の毅然とした対応を
求める意見書提出について

自民党熊本県支部連合会
会長　山本　秀久

総　　務

採　択

意見書
あ　り

陳情書
国民健康保険財政への国庫負担割合を
医療費総額４５％に戻すことを求める
意見書採択に関する陳情

熊本県社会保障推進協議会
会長　鳥飼香代子

厚生文教

採　択

意見書
あ　り

要望書 ＥＰＡ交渉に関する要望書
球磨地域農業協同組合代表理事

組合長　池田　洋一
経済建設 採　択

要望書
緊急的な米需給調整対策に関する要望
書

球磨地域農業協同組合代表理事
組合長　池田　洋一

経済建設 採　択

要望書 戸別所得補償制度に関する要望書
球磨地域農業協同組合代表理事

組合長　池田　洋一
経済建設 採　択

要望書
ＴＰＰ交渉への参加阻止にかかる緊急
要請について

球磨地域農業協同組合代表理事
組合長　池田　洋一

経済建設

採　択

意見書
あ　り

陳情書

子ども・子育て新システムの基本制度
案要綱に基づく保育制度に対し、現行
保育制度の拡充を求める国への意見書
提出を求める陳情書

多良木町光台寺保育園
園長　橋永　素美

他２名
厚生文教

採　択

意見書
あ　り

陳情書
国の責任による安心・安全な国土づく
りと出先機関の存続を求める意見書提
出に関する陳情書

国交省全建設労働組合八代支部
支部長　田形　隆一

経済建設

採　択

意見書
あ　り

みなさんからの陳情・要望

特別会計追加補正
……………………………………………… 1,586 万円国民健康保険

……………………………………………………… 69 万円久米財産区
………………………… 2,673 万円上水道事業会計（資本的支出）

◦配水管移設費（県道梶屋多良木線）　◦加圧ポンプ設置費

………………………………………………… 9,560 万円下水道事業
◦準幹線築造工事（黒肥地地区）

……………………………………………… 50 万円後期高齢者医療
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全
員
協
議
会

５

全員協議会報告全員協議会報告
　９月の定例議会以降、全員協議会を４回行った。
協議会の内容は、町民の皆様を対象とした議会報告会の開催、下槻
木校舎の貸付、葉たばこ通常販売時の激励、多良木学園改築などと
ともに、消防救急無線のデジタル化、多良木小学校改築に伴うモニュ
メント設置など多岐にわたって協議した。それとともに多良木小学
校改築現場、グラウンドゴルフ場の建設予定地などを現地視察した。

議会報告会　報告会の様子については前号で報告をしたので省略するが、
反省点も踏まえて定期的にこのような報告会をしていくということを確
認した。

下槻木校舎の貸付　人吉市の民間会社から、( 旧 ) 下槻木小学校施設を
使って、きのこ栽培プラン ( 菌床栽培 ) の一年間の試験栽培を行いたい
と町へ申し入れがあった。地元説明会も行われ、地域の皆様も賛同され、
今後の可能性について検討されている。

多良木学園改築　県産材利用加速化促進事業 ( 木造公共施設 ) の資金を
利用した建築で、収容人数は現在と同じ３０名として、２４年春に完成
の予定である旨の説明を受けた。

モニュメント設置　執行部は、多良木小学校改築に伴ってモニュメント
を設置したい意向である。６００万円の予算で３㍍×６㍍の絵画が計画
されている。

多良木学園  完成予想図

（１０／５・１９　１２／１０・１７）
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一
般
質
問10人が町政を問う

１　坂口　幸法　議員（６ページ）
　① 人吉・球磨スマートインターチェンジ整備促進協議会に
　　 ついて
　② 人吉･球磨地域公共交通活性化協議会について
　③ 食育と健康づくりについて
　④ 農林商工業の活性化について
２　瀬崎　哲弘　議員 ( ６ページ )
　① 環太平洋連携協定(TPP)問題について
　② 町づくり応援事業について　③ 充実した防災対策は
　④ 子育て支援や健康づくりの環境整備について
３　井上　光男　議員 ( ８ページ )
　① 明るい選挙とは　② 生活負担の軽減について
４　鍋田　清高　議員 ( ８ページ )
　① 県道人吉水上線の改良整備促進について
　② 子育て支援としての住宅政策は
　③ 「いのち」は個を越えたみんなのもの、失わないための対
　　 応について　④ 林業の振興について
５　福島　典生議員 ( ９ページ )
　① スポーツ・文化行事について
　② スポーツ活動安全会費について
　③ グラウンドゴルフ場の建設について
　④ 「歴史回廊たらぎ」について
　⑤ 来年の重要政策とその取り組みについて
６　山中　馨　議員 (10 ページ )
　① ２０１０年度補正と２０１１年度予算について
　② 自主財源について　③ 政府の事業仕分けについて
　④ 企業誘致について
７　久保田　悦子　議員 (10 ページ )
　① TPP問題について 　② 介護保険問題について
　③ 教育問題について　④ 住宅リフォーム助成金について
　⑤ 長期計画について　⑥ 独自のアンケートの結果より
　⑦ 国営川辺川利水事業について
８　丸目　征弘　議員 (10 ページ )
　① 町長のマニフェストについて
　② 行政区の統合について　③ 芝生グラウンドについて
　④ 風力発電所について
　⑤ 安全･安心な町づくりについて
９　森下　孝幸　議員 (12 ページ )
　① 伝統行事について　② 高齢化対策について
　③ 災害時前の取り組みについて　④ 農業･林業について
10　坂本　一郎　議員 (12 ページ )
　① 行財政改革について　② 林業振興･定住促進
　③ 高齢者支援　④ 児童の健全育成について
　⑤ 県道３３号人吉水上線について
　⑥ 障害者通所施設カムワークタンポポについて

10人が町政を問う
［ 全 ての 質 問 事 項 ］

県
立
多
良
木
高
校
に
学
食
を

構
想
と
し
て
は
県
に
伝
え
て
い
き
た
い

坂
口
幸
法
議
員

Ａ Ｑ

防
災
体
制
は
万
全
か

防
災
会
議
で
検
討

Ａ Ｑ質
問　

奄
美
豪
雨
災
害
の

教
訓
か
ら
本
町
で
の
防
災

体
制
は
万
全
か
、
未
然
に

防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
が
最

小
限
度
に
押
さ
え
る
予
防

は
で
き
る
。
本
町
の
地
形

を
熟
知
し
危
険
箇
所
や
河

川
を
検
証
し
た
被
害
の
想

定
は
出
来
て
い
る
の
か
、

ま
た
避
難
指
定
場
所
で
の

計
画
な
ど
が
上
が
っ
た
場

合
は
、
地
産
地
消
、
地
場

産
業
の
育
成
に
関
連
し
た

取
り
決
め
が
で
き
る
よ
う

に
、
高
校
側
に
は
伝
え
ま

質
問　

県
立
高
校
再
編
問

題
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
、
食
育
な
ど
の
観
点
か

ら
、
多
良
木
高
校
に
学
食

新
設
は
で
き
な
い
も
の
か
。

宮
本
教
育
振
興
課
長　

今

の
と
こ
ろ
高
校
側
に
は
そ

う
い
う
計
画
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
も
し
、

検証が待たれる河川
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一
般
質
問

と
考
え
て
い
ま
す
。
機
材

等
は
ど
う
い
う
機
材
が
本

当
に
必
要
な
の
か
な
と
い

う
も
の
も
含
め
、
今
後
検

討
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

て
い
ま
す
。
防
災
会
議
等

で
危
険
の
災
害
箇
所
等
の

点
検
は
行
っ
て
い
ま
す
が

部
分
の
検
証
と
い
う
の
は

で
き
て
い
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。
早
急
に
点

検
・
把
握
し
て
い
き
た
い

し
た
。

町
長　

熊
本
の
県
立
高
校

に
は
一
校
も
学
食
が
設
置

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な

被
災
者
の
ケ
ア
ー
を
す
る

機
能
や
器
材
は
万
全
か
。

岩
崎
総
務
課
長　

本
町
で

も
12
日
に
防
災
訓
練
を
行

い
そ
の
訓
練
の
反
省
等
を

踏
ま
え
て
今
後
防
災
に
活

か
せ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

木
材
の
低
温
乾
燥
シ
ス
テ
ム
普
及
を

導
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
研
修
し
た
い

Ａ Ｑ質
問　

本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
林
業
の
発
展
、
再

生
の
た
め
に
も
「
愛
工
房
」

社
長
・
伊
藤
好
則
氏
が
発

明
さ
れ
た
「
色
・
艶
・
香
り
・

精
度
・
強
度
」
な
ど
，
木

材
の
も
つ
価
値
を
最
大
限

に
引
き
出
す
低
温
乾
燥
シ

ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　
「
愛
工
房
」
伊
藤
社

長
の
説
明
を
私
も
聞
き
、

今
ま
で
の
常
識
と
は
違
っ

た
乾
燥
シ
ス
テ
ム
に
驚
か

さ
れ
、
特
に
、
重
く
て
乾

燥
が
し
に
く
く
て
厄
介
者

と
言
わ
れ
て
き
た
杉
の
黒

芯
材
が
、
殺
菌
・
脱
臭
効

果
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
利
用

価
値
が
あ
る
こ
と
や
、
実

際
、
商
品
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
、

事
業
費
を
持
っ
た
審
議
会
を

予
算
計
上
は
難
し
い

Ａ Ｑ

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

経
費
等
は
各
事
業
の
予
算

に
計
上
し
、
議
決
を
経
た

上
で
予
算
を
執
行
す
る
と

い
う
の
が
現
状
で
す
の
で
、

審
議
会
に
運
営
費
の
予
算

を
も
つ
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
直
接
そ
の
予
算
事
業

費
と
し
て
の
予
算
を
計
上

す
る
の
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

質
問　

町
づ
く
り
応
援
事

業
に
つ
い
て
、
地
域
活
性

や
行
政
施
策
を
町
民
サ
イ

ド
か
ら
応
援
し
、
よ
り
効

果
的
に
実
現
す
る
た
め
本

町
に
あ
る
「
町
づ
く
り
委

員
会
」
を
改
め
事
業
費
を

持
っ
た
「
町
づ
く
り
応
援

事
業
」
と
し
て
審
議
会
制

度
で
地
域
の
文
化
や
も
や

い(

協
働)

等
、
地
域
の
元

気
づ
く
り
に
支
援
が
で
き

る
よ
う
な
組
織
に
作
り
変

え
ら
れ
な
い
か
。

田
中
企
画
観
光
課
長　

実

行
委
員
会
・
各
種
団
体
、

に
委
託
も
し
く
は
補
助
す

る
よ
う
な
こ
と
は
可
能
と

思
い
ま
す
が
、
審
議
会
そ

の
も
の
が
事
業
費
を
持
つ

こ
と
に
つ
い
て
は
困
難
で

瀬
崎
哲
弘
議
員

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
構
想
と
し
て
は

大
変
お
も
し
ろ
い
試
み
と

思
い
ま
す
の
で
、
県
の
ほ

まんが“美味しんぼ”にも掲載された「愛工房」

こ
の
低
温
乾
燥
シ
ス
テ
ム

を
導
入
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
、
是
非
、
研
修
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

う
に
は
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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一
般
質
問井

上
光
男
議
員

薬
価
の
軽
減
を

普
及
促
進
に
努
め
る

Ａ Ｑ

質
問　

病
院
な
ど
の
薬
処

方
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
で
対
応
で
き
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
薬
代
の
軽
減
に

つ
な
が
る
の
で
、
病
院
で

薬
の
処
方
を
受
け
る
際
に

は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
普
及
に
取
り
組
み
を

進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

澤
村
健
康
保
険
課
長　

ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
、
町
と

も
に
普
及
促
進
に
努
め
て

い
る
。
町
で
は
、
今
年
４

月
に
全
世
帯
の
保
険
証
全

員
分
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
配
布

し
て
い
る
。
国
保
連
合
会

で
は
平
成
23
年
度
か
ら
、

医
療
を
受
け
た
人
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用

し
た
場
合
と
、
そ
う
で
な

い
場
合
の
医
療
費
の
差
額

一
般
基
準
額
に
統
一
を

一
般
財
源
の
負
担
増
に

Ａ Ｑ

黒
肥
地
団
地
の
計
画
は

実
施
計
画
に
乗
せ
建
設

Ａ Ｑ

で
は
、
22
年
度
に
時
出
団

地
、
24
年
度
に
黒
肥
地
団

地
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が

住
宅
の
地
域
的
な
整
備
の

あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

質
問　

町
営
住
宅
の
各
地

区
の
団
地
数
及
び
戸
数
は
、

ま
た
第
四
次
多
良
木
町
総

合
開
発
計
画
の
実
施
計
画

県
道
改
良
と
下
水
道
工
事
を
並
行
し
て

県
道
の
計
画
に
合
わ
せ
同
時
施
工

Ａ Ｑ質
問　

県
道
人
吉
水
上
線

の
改
良
は
22
年
度
に
自
動

車
学
校
か
ら
青
蓮
寺
付
近

ま
で
の
第
三
工
区
の
工
事

に
着
手
し
た
い
と
の
説
明

が
あ
っ
て
い
た
が
、
黒
肥

地
地
区
の
下
水
道
計
画
と

の
関
連
は
ど
う
な
る
の
か
、

二
度
掘
り
を
避
け
、
地
域

交
通
の
影
響
を
少
な
く
し
、

費
用
の
削
減
の
た
め
に
も

県
道
の
進
捗
具
合
を
見
な

が
ら
下
水
道
工
事
を
並
行

し
て
実
施
で
き
な
い
か
。

改良予定の人吉水上線

善
環
境
整
備
課
長　

黒
肥

地
地
区
の
下
水
道
整
備
は

22
年
か
ら
26
年
を
計
画
し

て
い
る
。
県
道
改
良
と
工

事
が
合
う
の
か
問
題
が
あ

る
が
、
始
め
に
バ
イ
パ
ス

を
挟
ん
で
通
る
、
改
良
工

事
と
は
関
係
な
い
小
林
・

茂
原
地
区
か
ら
工
事
を
実

施
し
、
県
道
の
計
画
が
明

確
に
な
っ
た
時
点
で
同
時

施
工
し
て
い
き
た
い
。
ひ

と
つ
心
配
な
と
こ
ろ
は
、

早
め
に
敷
設
し
て
も
未
供

ジェネリック医薬品希望カード

用
区
間
が
出
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
地
域
住
民

の
方
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

た
め
に
も
供
用
を
一
年
伸

ば
し
て
で
も
同
時
施
工
し

た
い
。

が
出
る
シ
ス
テ
ム
を
来
年

の
６
月
か
ら
新
し
く
作
る

予
定
に
な
っ
て
い
る
。

が
不
可
能
な
場
合
は
、
行

政
で
負
担
す
る
な
ど
の
対

応
は
検
討
で
き
な
い
か
。

質
問　

保
育
料
負
担
額
を

所
得
割
、
階
層
割
を
な
く

し
て
一
定
基
準
額
に
統
一

で
き
な
い
か
。
基
準
額
に

満
た
な
い
家
庭
で
、
ど
う

し
て
も
保
育
料
の
支
払
い
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鍋
田
清
高
議
員

ス
ポ
ー
ツ
活
動
安
全
会
費
に
つ
い
て

見
舞
金
で
あ
り
保
険
で
は
な
い

Ａ Ｑ質
問　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
安

全
会
費
の
預
金
が
約
１
千

８
百
万
も
あ
る
の
だ
か
ら
、

入
院
・
通
院
時
の
見
舞
金

の
増
額
は
考
え
ら
れ
な
い

の
か
。

宮
本
教
育
振
興
課
長　

昭

和
54
年
よ
り
、
各
世
帯
300

円
の
負
担
金
を
お
願
い
し

た
。

　

こ
こ
近
年
支
払
の
状
況

は
平
成
19
年
に
11
万
２
千

円
、
平
成
20
年
33
万
７
千

円
、
平
成
21
年
23
万
４
千

円
で
あ
り
、
現
在
の
預
金

残
高
は
１
千
825
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

町
長　

こ
こ
近
年
会
費
は

い
た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
こ
れ
は
見
舞
金
で
あ

り
保
険
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
は
一
日
３
千
円
で
最

高
60
日
を
限
度
と
す
る
こ

と
。
通
院
は
一
日
１
千
５

町民広場の拡張を

町民広場の活用を

今後の検討課題Ａ

Ｑ

質
問　

町
の
中
心
地
に
あ
る

と
い
う
利
点
を
生
か
し
、
拡

張
も
視
野
に
入
れ
て
運
動
広

場
と
し
て
多
目
的
に
使
え
る

活
用
方
法
を
。

宮
本
教
育
振
興
課
長　

グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
か
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
学
童
保
育
の
遊
び

場
な
ど
多
目
的
に
利
用
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
春
に

は
花
見
な
ど
で
地
域
住
民

の
方
々
の
心
の
癒
し
の
場

所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
現

在
は
小
学
校
の
改
築
の
関

係
で
狭
く
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
終
わ
り
次
第
、
広

百
円
で
最
高
30
日
を
限
度

と
す
る
よ
う
に
決
ま
っ
て

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
検

討
は
し
て
い
る
が
増
額
と

い
う
こ
と
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
ご
意

見
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
含
め
て
今
後
さ
ら
な
る

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

善
環
境
整
備
課
長　

多
良

木
地
区
が
11
箇
所
・
161
戸
、

久
米
地
区
が
７
箇
所
・
86

戸
、
黒
肥
地
地
区
が
４
箇

所
・
57
戸
と
な
っ
て
い
る
。

町
長　

黒
肥
地
地
区
に
住

宅
建
設
を
計
画
し
て
い
た

が
、
町
有
地
が
な
い
こ
と
、

久
米
小
学
校
の
生
徒
数
が

最
も
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
22
年
度
は
久
米
に

２
戸
建
て
た
。
23
年
度
は

実
施
計
画
に
乗
せ
る
た
め
、

黒
肥
地
地
区
に
土
地
を
取

得
し
、
24
年
度
に
町
営
住

宅
を
建
て
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

場
を
拡
張
し
て
の
利
用
な

ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

西
子
ど
も
対
策
課
長　

昨

年
の
４
月
に
保
育
料
の
階

層
別
基
準
額
の
改
正
を
行

な
い
、
一
般
財
源
が
700
万

円
ぐ
ら
い
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
生
活
保
護
世
帯

と
所
得
税
非
課
税
世
帯
は

保
育
料
は
無
料
で
あ
り
、

加
え
て
所
得
税
課
税
世
帯

４
階
層
か
ら
７
階
層
世
帯

の
保
育
料
が
一
律
と
な
る

と
、
一
般
財
源
の
負
担
割

合
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

町
長　

保
育
料
に
限
ら
ず

無
料
と
い
う
の
は
、
若
干

疑
問
が
あ
り
。
資
本
主
義

社
会
な
の
で
、
所
得
の
あ

る
方
に
は
あ
る
程
度
の
負

担
を
お
願
い
し
て
い
く
。

福
島
典
生
議
員
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山
中　

馨
議
員

自
主
財
源
の
手
当
て
は

今
後
、
主
伐
も
検
討

Ａ Ｑ質
問　

来
年
は
自
主
財
源

と
な
る
町
税
な
ど
の
落
ち

込
み
が
予
想
さ
れ
る
中
、

町
有
林
の
主
伐
は
さ
れ
な

い
の
か
。

　

先
に
、
計
画
が
あ
っ
た

主
伐
は
材
価
の
低
迷
で
取

り
や
め
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
町

有
林
の
主
伐
売
り
払
い
を

し
て
町
の
財
源
に
あ
て
ら

れ
る
考
え
は
。

松
崎
農
林
課
長　

現
在
、
材

価
が
上
が
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
22
年
度
は
主
伐
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
今
材
価

は
、
杉
で
１
万
円
。
桧
で

１
万
５
千
円
あ
た
り
で
推
移

を
し
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
も
主
伐
は
計
画
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
作
業

道
開
設
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
中
で
利
用
間
伐
を
60
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
70
ヘ
ク
タ
ー
ル

栗
、
野
菜
な
ど
の
食
品
の
加

工
場
な
ど
の
誘
致
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

質
問　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
交
通
刑
務
所
や
風

力
発
電
な
ど
大
型
の
誘
致
を

進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
う
ま
く
行
っ
て
い

な
い
状
況
の
よ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
町
内
で
産
出
さ
れ

る
、
木
材
、
し
い
た
け
、
米
、

ほ
ど
し
、
純
利
益
を
大
体

１
千
500
万
円
ほ
ど
売
払
い
、

収
入
を
見
て
い
ま
す
。
今
後
、

主
伐
に
つ
き
ま
し
て
は
林
業

従
事
者
の
雇
用
の
場
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
主
伐
の
実

施
計
画
の
作
成
も
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
は

断
固
反
対
し
ま
す

丸
目
征
弘
議
員

Ａ Ｑ

芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
は

概
算
約
１
億
円
で
実
施

Ａ Ｑ

事
業
の
入
札
・
医
師
・
看

護
師
・
介
護
士
な
ど
の
労

働
市
場
ま
で
含
ま
れ
て
お

り
、
350
万
人
程
度
の
就
業

機
会
が
減
少
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
多
良
木
町

で
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

予
測
さ
れ
る
の
か
。
町
長

質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す

れ
ば
、
農
業
が
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
る
た
め
、
Ｊ

Ａ
も
反
対
行
動
を
し
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
打
撃
は

農
業
だ
け
で
な
く
、
公
共

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

の
で
早
急
に
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
こ
で
大

質
問　

芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
は
、

本
町
で
も
球
磨
川
河
川
敷

地
に
建
設
す
る
と
現
場
で

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

一
般
質
問

田
中
企
画
観
光
課
長　

企
業

の
誘
致
活
動
は
人
吉
球
磨
全

町
村
で
企
業
誘
致
連
絡
協
議

会
を
設
置
し
て
お
り
、
会
議

は
毎
月
行
い
、
各
町
村
間
で

連
携
し
た
誘
致
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、
議
員

の
言
わ
れ
た
食
品
系
の
産
業

会
社
に
焦
点
を
絞
り
、福
岡
・

東
京
で
の
誘
致
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

多
良
木
町
と
し
ま
し
て
も

福
岡
県
内
の
食
品
関
係
の
会

社
の
何
社
か
を
訪
問
し
ま
し

て
誘
致
活
動
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

企業誘致は町内産活用で

食品系の企業を基本的に誘致活動をＡ

Ｑ
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久
保
田
悦
子
議
員

ま
か
な
事
業
内
容
と
事
業

費
は
い
く
ら
で
、
い
つ
頃

完
成
す
る
の
か
。

善
環
境
整
備
課
長　

面
積

が
１
万
５
千
㎡
で
練
習
コ

ー
ス
を
含
め
て
５
面
、
芝
、

そ
れ
か
ら
駐
車
場
、
管

理
棟
、
放
送
施
設
等
、
一

部
排
水
樋
門
の
と
こ
ろ
に

一
部
橋
を
造
り
ま
す
の
で
、

概
算
で
約
１
億
円
と
見
て

い
ま
す
。

町
長　

23
年
度
に
は
予
算

化
を
し
、
24
年
度
に
事
業

着
工
か
事
業
が
補
助
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
れ
ば
23

年
度
に
事
業
に
着
手
す
る

予
定
で
供
用
は
で
き
次
第

と
考
え
て
い
ま
す
。

は
、
ど
う
対
応
さ
れ
る
の

か
。
積
極
的
に
学
習
会
や

集
会
を
開
く
な
ど
行
動
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

町
長　

農
業
を
含
む
１
次

産
業
の
み
な
ら
ず
大
変
な

経
済
的
打
撃
を
受
け
る
こ

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
の
増
額
を

予
算
の
枠
内
で
検
討

Ａ Ｑ

町
長　

今
言
わ
れ
た
こ
と

も
含
め
て
、
予
算
の
枠
内

で
検
討
を
し
ま
す
。

質
問　

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

金
の
利
用
状
況
や
経
済
効

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
「
新
築
や
納
屋
に
も
使
え

な
い
か
」
な
ど
の
声
も
あ

る
の
で
、
適
用
を
拡
大
し
、

予
算
を
増
額
し
て
ほ
し
い
。

善
環
境
整
備
課
長　

現
在
、

申
込
件
数
51
件
、
事
業
費

７
千
470
万
円
、
補
助
金
が

820
万
円
で
す
。
補
助
事
業

者
の
約
５
割
の
方
が
、
こ

の
事
業
が
あ
っ
た
か
ら

リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
と
答

え
て
い
ま
す
。
事
業
費
が

１
億
円
ぐ
ら
い
と
し
て
、

５
千
万
円
ぐ
ら
い
が
事
業

効
果
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
は

危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

Ａ Ｑ

の
関
係
と
安
全
の
面
を
考

慮
し
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
南
通
り
の
今

残
っ
て
い
る
部
分
の
学
校

前
か
ら
郵
便
局
ま
で
は
工

事
発
注
を
し
年
度
内
に
は

完
成
さ
せ
る
計
画
で
予
定

し
て
い
ま
す
。

質
問　

道
路
交
通
事
故
は

出
会
い
頭
の
事
故
が
約

50
％
で
、
一
旦
停
止
標
識

は
木
の
か
げ
等
で
見
え
に

く
い
所
が
あ
る
。
白
線
に

よ
る
標
識
が
わ
か
り
や
す

い
が
、
ほ
と
ん
ど
消
え
て

い
る
状
態
で
あ
る
。
年
次

計
画
で
実
施
で
き
な
い
か
。

多
小
前
か
ら
国
道
ま
で
の

歩
道
改
良
は
非
常
に
段
差

が
あ
り
危
険
で
す
校
舎
改

築
落
成
ま
で
で
き
な
い
か
。

町
長　

公
安
委
員
会
と
の

協
議
を
し
な
が
ら
調
査
を

し
、
危
険
度
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
多
小
前

の
歩
道
改
良
は
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
た
だ
予
算

11

一
般
質
問

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
不
備

も
併
せ
て
、
断
固
反
対
し

て
い
く
こ
と
を
町
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
郡
、
県
一

体
と
な
っ
て
国
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。
学
習

会
や
集
会
に
つ
い
て
は
、

今
の
段
階
で
町
独
自
で
は

考
え
て
い
な
い
。
郡
の
町

村
会
を
軸
に
行
動
を
し
て

い
く
と
き
に
、
今
後
提
案

を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

グラウンドゴルフ場予定地
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一
般
質
問森

下
孝
幸
議
員

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
見
守
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
対
応

Ａ Ｑ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
734
戸
に
筒
を
配

布
し
ま
し
た
。
そ
の
他
高

齢
者
住
宅
の
火
災
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
簡
易
な

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
を

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

本
町
で
も
高
齢
化

が
進
む
な
か
、
一
人
暮
ら

し
の
世
帯
も
多
く
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後

の
高
齢
者
対
策
を
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

も
っ
て
お
ら
れ
る
か
。

澤
村
健
康
保
険
課
長　

本

町
で
は
、
多
良
木
町
高
齢

者
見
守
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
を
、
平
成
20
年
度
に

設
置
し
、
高
齢
者
の
見
守

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

協
議
会
の
委
員
の
構
成
は

地
域
住
民
始
め
医
療
、
福

祉
、
司
法
、
警
察
、
そ
の

他
の
関
係
機
関
を
も
っ
て

構
成
し
て
い
ま
す
。
21
年

で
は
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
み
の
調
査
を
行
っ
て
、

「
私
の
命
の
リ
レ
ー
事
業
」

農
業
・
林
業
に
つ
い
て

農
業
支
援
に
全
力
で
当
る

Ａ Ｑ

質
問　

本
町
で
も
農
家
の

後
継
者
不
足
が
進
ん
で
る
。

米
価
も
安
く
な
り
、
農
家

経
営
も
苦
し
く
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
町
と
し
て
農

特
別
職
報
酬
の
削
減
は
？

現
状
維
持
で

Ａ Ｑ

で
公
的
年
金
を
受
け
取
ら

れ
て
い
る
方
に
報
酬
額
の

何
％
で
も
削
減
し
て
も
ら

え
な
い
か
。

質
問　

町
税
収
入
の
低
迷
、

ま
た
地
方
交
付
税
の
増
額

が
望
め
な
い
な
か
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
歳
出
削
減

（
特
に
人
件
費
）
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。
町
の
特
別
職

（
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
）

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
の
適
用
拡
大
は
？

事
業
完
了
後
に
検
討

Ａ Ｑ質
問　

林
業
振
興
、
定
住

促
進
に
つ
い
て
、
現
在
実

施
さ
れ
て
い
る
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
の
最
高
額

（
20
万
円
）
を
、
町
内
の
森

林
組
合
、
業
者
扱
い
の
木

材
50
％
以
上
、
ま
た
町
内

の
建
築
業
者
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
新
築
住
宅
に
も

適
用
で
き
な
い
か
。

善
環
境
整
備
課
長　

ま
だ
事
業
開
始
か
ら

６
ヶ
月
で
あ
り
、
事

業
完
了
後
に
予
算
や

そ
の
適
用
範
囲
に
つ

い
て
は
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

配布されたワッペンと筒

新築中の住宅
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坂
本
一
郎
議
員

研
修
報
告 「感動は人間にしかつくれない〜」

上球磨町村議会議員研修会
　さる１１月９日に湯前町で上球磨町村議会議員研修会と交流
会が行われた。
　演題は「地域まるごと販売術 〜モノではなくココロ　感動は
人間にしかつくれない〜」ということで、講師として : 田舎まる
ごと販売研究家 松崎地域計画本舗代表　松崎了三氏による講演
が１時間半にわたり行われた。
　この方は、「高知県馬路村ブランド商品」の仕掛け人で馬路村
を “ ゆずの村 ” として全国に浸透させた人である。以来、“ 田舎
まるごと販売研究家 ” として「農」と「食」を中心に農村のコミュ
ニケーションの計画立案に全国を奔走中である。また地域活性
化の活動を通じて、人づくりや食育、環境保護などの話を幅広
くユーモアを交えて話され
時間を忘れ、身を乗り出し
皆聞き入っていた。
　研修会後は、湯前グリー
ンパレスでのグラウンドゴ
ルフ大会が開催され「統一
選挙に向け議員の体力づく
り」をした。　　　（福島）

現代日本政治と政局のゆくえは・・・
県町村議会議員研修会報告と鳥栖市場・風力発電視察

　研修会を前に、多良木町森林組合が経営する「鳥栖木材市場」
を市開催日に合わせて視察をした。この市場は、木材加工製品
の販売を事業とし鳥栖・久留米などを中心に九州一円の木材問
屋や工務店相手の木材卸事業である。
　地元出身者である甲斐市場長の説明によると平成２１年度は
製品取扱量約 3.800㎥、売上金額 1 億 3200 万円であり、また
同組合の加工センターで生産する商品の半分を販売し地元産材
販売に貢献し今後も期待できる施設である。
　その夜は議員、町執行部ならびに多良木町出身の県職員との

「第１２回多良木えびす会」を開催した。本町の事業説明等を通
じ情報交換を図り「多良木町」の発展に寄与することを互いに
確認し懇親会へと移った。
　翌日早く阿蘇の西原村へ向かい風力発電施設を視察した後、
研修会場に向かった。
　演題は「現代日本政治と政局のゆくえ」で、講師は日本大学
法学部教授岩井奉信氏である。テレビ、ラジオ、新聞などで政
治問題について評論活動を行っていてなじみ深い方であり、「民

主党政権の問題点」「小沢氏
の処置問題」等にはじまり
最後は統一地方選挙を控え
て「菅内閣は通常国会を乗
り切れるのか、国会運営は
こうあるべき」ではという
ことの内容で講演をされた。

（福島）日本大学法学部教授　岩井奉信氏

田舎まるごと販売研究家 松崎了三氏

業
政
策
を
考
え
て
お
ら
れ

る
か
。
ま
た
、
上
球
磨
農

業
支
援
セ
ン
タ—

活
用
、
農

業
法
人
化
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

町
長　

今
、
農
家
の
厳
し

い
状
況
は
良
く
分
か
り
ま

す
。
農
家
だ
け
で
な
し
に

他
の
業
種
も
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
農
家
の
場
合
、
農
地

の
公
益
性
等
あ
る
わ
け
で
、

水
源
の
涵
養
と
か
、
土
地

の
保
全
、
そ
う
い
う
も
の

に
国
策
と
し
て
農
業
の
基

盤
強
化
に
努
め
て
も
ら
う

よ
う
国
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
他
、
農
産
物
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る

よ
う
、
機
械
利
用
組
合
や

上
球
磨
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
助
成
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
長　

町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
の
報
酬
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
４
月
１
日

か
ら
町
長
が
10
％
、
副
町

長
が
８
％
、
教
育
長
が
８

％
の
減
額
を
行
っ
て
い
る
。

元
に
戻
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
農
林

業
の
活
性
化
な
ど
実
績
が

出
て
い
な
い
の
で
、
現
状

維
持
で
新
た
な
減
額
は
考

え
て
い
な
い
。

久
保
田
副
町
長　

そ
の
都

度
、
報
酬
の
改
正
を
や
る

こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い

か
と
思
う
し
、
ま
た
行
政

の
あ
り
方
と
し
て
も
ど
う

か
と
考
え
る
。
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　今日、子ども議会が 10 時から 12 時まで役場であ
りました。ぼくは、「十字路の道に飛び出すな」の看
板をつけてくださいと、提案しました。そのわけは、
ぼくが土曜日まさひろ君の家に遊びに行こうとした
ら、左右を見ずに渡ったので車にひかれそうになりま
した。ぼくの姉もそこで事故にあったので看板をつけ
てほしいと提案しました。
　あと一つ理由があります。かすみさんが学校から家
に帰ろうとしたら、ひかれそうになったからです。役
場の方は、多良木警察署と話してみますとおっしゃっ
たので安心しました。子ども議会に出てよかったです。

那須　丈偉

　今日、子ども議会がありました。みんな、しっかり
と自分の意見を言えてよかったと思いました。
　私は、イベントを増やしてほしいということを発表
しました。
　その質問の答えは、「今は、青少年の家や、さまざ
まなことがあるので、そういった活動で、町内の小学
生の人たちとふれ合うことができます。」と返ってき
ました。一人一人に分かりやすく、質問の答えを言っ
てくださったのでよかったです。
　どれか一つでもいいので、私たちの考えたことが実
現するといいなあと思いました。その他にも、今やっ
ていることで知らなかったことなどもあったので、そ
ういうことが分かってよかったです。
　それに議長席や町長席などに座れてとってもうれし
かったです。一生に一度とない経験ができたし、小学
校のいい思い出にもなってよかったです。
　最後に質問ができなかったところが少し悔いが残っ
たけど良かったかなと思いました。 　　  松山　佳奈

　今回、実際の議会場で役場の方々と話し合いをしたこと
で、私は二つのことを学びました。
　一つ目は、発言することの大切さです。私は学校での授
業では声が小さかったり間違うのが怖くて手を挙げなかっ
たりすることがありました。でも今回は、どうどうと自分
の意見を発言することで、多良木町の役にたつことが少し
できました。また、その意見に対しての答えを聞き、多良
木町の今

4

を学びました。
　二つ目は、相手を思う気持ちです。多良木町をどうすれ
ば住みよい町になるのか、多良木町にどんなものが必要と
されているのかは、住んでいる人にしか分かりません。だ
から、ユニバーサルデザインのように、年代など関係なく、
だれもがうれしくなるようなことを、その人の気持ちになっ
て考えなくてはなりません。難しいけれど、人が喜んでく
れることを考えるのは、とても心が温かくなります。
　私は今回、学んだ二つのことを、普段の生活や学校での
授業などにいかしていきたいと思います。特に３学期から
は、自分の学級を自治で進めるので今回のような発言をし
たいです。　　　　　　　　　　　 　　　　  中村　愛香

子
ど
も
議
会

【全ての質問事項】
《那須丈偉》
◦久米６区の墓近くの十字路に子どもたち向けの「飛
　び出し禁止」の看板をつけてほしい。
《河野智子》
◦アパートや住宅を造ってほしい。
《那須可苗》
◦久米図書館を造ってほしい。
《矢立郁朗》
◦久米９区の県道の補修をしてほしい。
《筑紫祐仁》
◦サッカーができるグラウンドを整備してほしい。
《曽我部真瑛》
◦堂山にコンビニエンスストアを造ってほしい。
《野島花摘》
◦何でもそろうスーパーを造ってほしい。
《那須文哉・小野祐美》
◦中山運動公園に遊具を作ってほしい。
《山本聖吾・藤川堅史》
◦久米地区の公民館に公衆電話を設置してほしい。
《白濱隆大・東　洸希》
◦久米に文房具店があると便利。
《松山佳奈・星原早苗》
◦町内のイベントなどを企画してほしい。
《福屋英志》
◦毎年１回、夏に妙見野でキャンプをする企画をして
　ほしい。
《中村愛香》
◦プルトップを集めるための箱をいろんなところに設
　置してほしい。

緊張の子ども議会

の提案 　12月22日に、 子ども議会が開かれ久米小学校の
６年生17名が一般質問を行った。
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懇
談
会 商 工 懇 談 会

　町の活性化について商工会と行政と議会で懇談会が開催され
ました。
　商工会より町に対して総合グラウンド横のトイレに障がい者
用トイレの増設や平成 23 年度のプレミアム付商品券の発行事業
に伴う補助金の交付予定、販売額の予定などの質問や要望が出
され、町としては現在予算編成中であり検討したいとの回答で
した。
　今後の商工会の事業内容の説明があり、「旧やながストアー中
央店」跡を改修して、道の駅ならぬ「町の駅」を設立し、出店
者を募り地産地消で人の流れを町の中央にもどし、商店街の活
性化につなげ、更にお年寄りの買い物の利便性にも配慮します。
新春ゑびす植木市が２月 26 日（土）から３月６日（日）まで、
また新春ゑびす市が３月５日、６日の両日に役場西駐車場一帯
にて予定されています。
　今後は商工行政懇談会だけでなく、広く農林業も含めたＪＡ

や森林組合との関係団
体全部での合同懇談会
を検討し、ぜひ実現さ
せて町の活性化につな
げていきたいとの町長
の考えも明らかにされ
ました。　　　（恒松）

平成 22年度　県町村議会広報研修会にて
「たらぎ議会だより」広報コンクール２回連続入賞
　さる１１月１１日に熊本県町村議会広報研修会が自治会館で

行われた。同時に開催される第１０回広報コンクール入賞発表

において我が「たらぎ議会だより」が見事２回連続の入賞となっ

た。

　コンクールは１９９２年より２年に一度開催されるもので今

回は２４議会から応募があ

り、益城町議会の「清水」が

最優秀の「特選」に選ばれ、

当議会は「佳作」であった。

第９回の「努力賞」につづき

連続の入賞となり広報調査

特別委員会の議員は鼻高々

で表彰式に臨み記念撮影を

終えた。　　（林田） 熊本日日新聞社NIE 推進室長
講師　越地真一郎氏とともに

　私は、子ども議会を経験して良かった
と思いました。多良木町内を良くするた
め、たくさんの意見を出し合いました。
町長さんを始め、たくさんの方々にお世
話になりましたが、私たちにとってとて
も貴重な体験でした。
　私は、イベントを増やしてほしいとい
う意見を出しましたが、分かりやすく説
明していただきました。今は妙見野での
パラグライダーやえびす祭り、久米ん祭
りで、たくさんの人が来てくださってい
ると言われました。ですが私は、小さい
子やお年寄りはイベントに限りがあると
思います。なので、子どもから大人まで
楽しめるイベント、例えば、レクレーショ
ン大会や交流会などのだれでも仲良く楽
しくできるイベントをもっと増やしてほ
しいと考えています。
　子ども議会での質問は緊張したけれど
私たちの子ども議会で、多良木町が良く
なり、多くの人たちに喜んでもらえると
うれしいです。　　　　　　 星原　早苗

　今日は、子ども議会がありました。私
は、一番最初から議長として話すことに
なっていたので、間違えないか心配で緊
張しました。でも、ゆっくり、はっきり、
すらすらと読めたのでとてもうれしかっ
たです。私の提案のときは、文哉くんと
いっしょだったのもあって、あまり緊張
しませんでした。そして、読み終えて、
何と答えられるか少し不安でした。まだ、
遊具は作れないという意見で少しがっか
りしたけど、遊具を使わない遊びも大切
という言葉にとても納得しました。
　それで、みんなの意見を言い終わった
後、郁朗くんがもう一つ提案があるから、
議長を交代させられたときは、とても
びっくりしました。読んだこともないと
ころを読むのは、少し緊張したけど、す
らすら読めたのでうれしかったです。
　私は、議長を務めて、いろんなことを
思いました。あんな高い所から見る景色
は、すごくとても貴重な体験で、あそこ
にいつも座っている人はすごいと思いま
した。それに、議員席に座るのもすごい
ことなのに、議長席に座れるなんて、議
長になってよかったと思いました。人生
に一度しかない体験だと思うので、うれ
しかったです。　　　　　　 小野　祐美

町の駅　予定地

子どもたち
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豆ちしきのご要望は事務局へ

多良男

球磨雄

そっで具体的にゃー
何ばしゃったとかなー

へー、しもーた、
おらー行かんじゃった。

今度は行かんば。
そいからほかにゃー。

そらーよかことなー。
将来は子供たちがこん多良木町ば

しょってたたんばんけんなー。

そいから子供たちにも
将来自分の住んどる町に興味ばもってもろて

積極的に町づくりに参加してもらうごと小学生の「子供議会」ば
学校やらと協力してもろてしよいやっとばい。

どこん議会もばってん
「議員の仕事や活動」の見えんて言われたい、
何しよっとか、わからんて言われてきたどがな。

そっで議員さん達も活動ば理解してもろて、
よりよか町づくりばせんばんと

思といやっとたい。

まず今度の選挙から社会状況等ば考えてから
二人定数ば減らして 14 人にしやったどがな、そいから
9 月にゃー「議会報告会」ばして議会が何ばしよっとか

町民にわかってもらう事しやったとたい。

新春の市房山

へー。そらおもしろかごたるなー。
色々考えといやっとばいなー、

今度また「通年議会」ちゅうとば
説明してくだいなー。

また、今後はまっと「開かれた議会」ば
めざして「議会の生中継」やら「通年議会」ば

考えといやっとばい。


